
【対　象】佐賀大学学部生・大学院生

【人　数】最大14名

【期　間】2025年9月7日〜9月28日（21日間）（移動日含む）

【語学要件】TOEIC IP 580以上、英検2級以上相当（JASSO奨学金受給対象：1年生及び大学院進学を希望する4年生は

TOEIC IP580以上、2，3年生はTOEIC IP650以上）

＊いずれのいずれのスコアを持っていない場合はCASECテストを受験し上記相当のスコアを取得すること

【滞在形態】 ホテル

【プログラム費】約30万円（研修費、食費、宿泊費、海外旅行保険、渡航費、ビザ申請費）

【JASSO奨学金】9万円（佐賀大学奨学金との併給不可）

【奨学金】佐賀大学奨学金5万円（JASSO奨学金との併給不可）

【引　率】調整中

【単    位】海外交流実習2単位

#英語でディスカッション
＃PBLプロジェクト
＃相互文化交流

＃海外大学生とのグループワーク

SUSAP2025SummerSUSAP2025Summer

9/7　福岡ーシンガポールースラバヤ・マラン市移動（バス）
9/8　マラン国立大学でのプログラム
9/9　マラン国立大学学生との文化交流
9/10　マラン市内フィールドトリップ
9/11　スラバヤ市移動（バス）
9/12　スラバヤ工科大学学生との交流
9/13・14　スラバヤ市内散策
9/15～26　CommTECH参加
9/27　スラバヤーシンガポール
9/28　シンガポールー福岡

プログラム概要
東ジャワ島のマラン市に位置するマラン国立大学に訪問し、現地学生との交流

を行います。交流は現地文化を体験するだけではなく、日本文化を紹介し相互

に文化を学びます。その後、スラバヤ工科大学で「CommTECH」に参加しま

す。CommTECHでは海外大学学生と共に「インドネシアの多様な宗教と文化

の共生」について課題解決型プロジェクトに取り組み、様々な文化体験活動や

施設訪問、ディスカッションを行い、ファイナルプロジェクトは、グループで

ビデオやポスターなどのメディア作成と発表を行います。これらの活動や、異

なる文化背景や言語を持つ仲間とのコミュニケーションをとおしてコンテンツ

作成力、プレゼンテーション力、コミュニケーション力の向上が期待できま

す。約3週間のプログラムではインドネシア語、伝統音楽、伝統衣装、観光地

の訪問、インドネシア料理、登山が含まれており、日本とは大きく異なる文化

と生活様式を体験し、地域社会やグローバルな問題について深く学ことができ

ます。

プログラムスケジュール

インドネシア・スラバヤ工科大学プログラムインドネシア・スラバヤ工科大学プログラム
～課題解決型プロジェクトを通してインドネシアのユニークな文化と自然を体験し、多様性について学ぶ～

SUSAPとは・・・ 外国語の運用能力を高めるだけでなく、現地教員による
講義やクラス内外での同世代の学生との共同活動や意見交換、一般市民と
の交流を通して、現地の社会や文化、生活習慣を学び、多様な文化や価値
観を理解するとともに、国際的な視野を育むことを目指しています。

説明会 募集要項 申請
2025年4月30日
12：10～12：50

＠MEL教室
＊ランチ持ち込みOK！

お気軽にご参加ください。

申請はRyuGOから

お問い合わせ：教務課留学生交流室
st-ab@mail.admin.saga-u.ac.jp

申請締切：5月12日（月）

＊プログラム期間・費用は変更となる場合があります。
＊奨学金の受給は確約されているものではありません。

こちらから確認
申請の際は必ずご確認ください。

https://www.ryu-go.com/area/p/octf5oftdo4tcsft9/kk5y7I/login.html?univId=SGXvsCnw1z3U
https://www.irdc.saga-u.ac.jp/wp-content/uploads/2025/04/95c871dc6f15c28f36c733f3e3020773.pdf

